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〈調査報告〉

マダガスカルにおけるイスラム教

十二イマームシーア派コージャの過去と現在※

藍 ;事 光 晴
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I はじめに一一先行研究および調査目的と対象

マダガスカルには，カラナ Karana，パニアン Banianと呼ばれているインド系マダガスカル

人が約2万人から 4万人ほど存在しており，マダガスカル全人口の約0.2%を占めることになる。

カラナとはインド系イスラム教徒を指し，パニアンとはインド系ヒンドゥー教徒を指している

(図 1)口カラナ，パニアンともに多くは自営業者で，おもに自動車部品販売庖，家電製品販売庖，

貴金属商やホテルなどを営んでおり，マダガスカルのなかで富裕層を形成している。その経済規

模はマダガスカル GDPの15%を占めるとまでいわれl)，マダガスカル経済への影響は小さくは

なL、2)。

インド系マダガスカル人の経済活動を把握するには， とくに19-20世紀の東部アフリカ沿岸地

域におけるインド商人の活動の歴史を射程に入れなければならない。しかし，南アフリカやザン

ジパルにおけるインド商人についての研究3) に比べ，マダガスカルのインド商人についての研究

業績は，圧倒的に少な1.，，4)。さらに数少ない一部の研究者による先行研究は，以下のような点で

※ 本研究に対し龍谷大学経済学研究科よりフィールド調査補助費 (2007年度)の給付を受けた。ここに

記してお礼申し上げる。なお本研究は2007年度国立民族博物館共同利用研究員としての研究業績の一部

である。

1) Razafimandimamby 1999: 25-33. 

2) マダガスカルを代表する大企業 laSociete BARDA Y 首都アンタナナリヴ Antananarivoのアナナ

ケリー Ananakely地区やツァラララナ Tsaralalana地区などの多くの商庖はコージャの経営である。

3) 富永 1986; 1987. Sheriff 1995. Allen 1981.大石 2003.

4) イギリスの植民地が大多数を占めていた環インド洋東アフリカ地域でマダガスカルがフランスの植民

地であったとし寸事実が関係しているように思われる。とくに日本におけるインド系移民の研究は，大

英帝国内での労働力移動という現象から把握しようとする傾向が強い(大石 1999;古賀他編 2000)。

したがってこのような従来のアプローチが，環インド洋東アフリカ地域で横断的に活躍していたグノ
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十分ではなL、。プランシー5) は，マダガスカルのインド系移民の人類学的諸要素 Elements

d' Anthropologieについては総合的に分析したが， 19-20世紀の東部アフリカ沿岸地域経済圏の

なかでインド商人が果たした役割について明確には考察していない。一方シャンベル6) もまた，

18-19世紀末のマダガスカル経済史についての体系的な研究を通してインド商人の経済活動の重

要性について指摘はしたが，インド商人の経済活動をマダガスカルという「枠組み」を超える現

象としては把握していなL、。

そこで，本調査の目的の第ーは，これらの従来の研究では断片的にしか報告されていないイン

ド商人の移住を，環インド洋という広範な地域のなかで中心的な役割を担ってきた十二イマーム

シーア派コージャ KhojaShia Ithana-Asheri (以下コージャ)への聞き取り調査を通して再構

築7) し，植民地主義が色濃く反映されている従来の国民国家の枠組みでは汲み尽くされえない現

象を把握することにある。

(1) 調査の目的，手法，結果

2007年 7月30日から 9月28日まで，マダガスカルの首都アンタナナリヴ Antananarivoと西海

岸の都市チュレアール Tulearで調査を実施した。今回の調査の目的は 従来の研究では不十分

であった19-20世紀の東部アフリカ沿岸地域で活躍していたコージャの移住の歴史を明らかにす

るために，教団関係者および商庖主約30名8) (1資料一面談者リスト」参照)に対し，インタ

ビュー調査を試みた。インタビューに際しては，家族に伝えられている移住の歴史を中心に，聞

き取りを行なった。

調査の結果，従来の研究では明確にされていなかったコージャのマダガスカルへの移住の目的

が明らかになった。 19世紀後半まで環インド洋東アフリカ地域においてマダガスカル北西部海岸

地方はザンジパルの商業拠点の一つで、あり，コージャの初期の移住も商業の拠点 Comptoir9)を

築くためにザンジパルから移動したこと，さらに19世紀後半からはグジャラートからの本格的な

¥ジャラート商人の研究を困難にしているように思われる。しかし植民地支配の影響を受けて，環インド

洋東アフリカ地域におけるグジャラート商人の経済活動を十分に把握できないとなれば，いまだにわれ

われが，植民地体制が築いたディシプリンに縛られていることになるだろう。

5) Blanchy 1995. 

6) Champbell 2005. 

7) 坂井(坂井 2003)は，西アフリカのイスラム商業ネットワークの解明に際し，口頭伝承の重要性を

主張し，とくに長期の歴史や広範な商業ネットワークの解明のためには口頭伝承を歴史学研究に組み入

れるべきだと説いている。

8) 面談者は，アンタナナリヴ・ジャマートの代表者であるアニール・ドュマ氏 AnilDjoumaに今回の

調査の目的を話し，彼から紹介された人々である。ジャマートとは教団の地域支部のことである(後述

参照)。またチュレアール在住の面談者は laSiciete Bardayの会長であるアスガール・パルダイ氏

Asgar Bardayの紹介である。

9) Comptoirとはフランス語で，①パー，銀行，空港のカウンター， レジや売り場②海外商館ないし

倉庫③レジ係④支庖ないし出張所とし、う意味がある。現在でもマダガスカルのコ一ジヤ経営の商庖の

看板に

係"と訳すことにした。
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資料一面談者リスト

氏 名 性別 年齢 職 業 備 考

Nilam Noormohamed 女 50代 Plix Choc庖主 子供用玩具などの販売(独立大通り)

Shenaz 女 50代 Faneva庖主 子供用玩具などの卸と小売(ツァラララナ)

Anil Djouma 男 50代 MADALUX庖主 カーステレオ小売(独立大通り)。アンタナナリヴジャ
マート代表

Sheikh Y ounous 男 20代 僧侶

Sheikh Momin 男 60代 僧侶 イスラム学院代表。マダガスカル十二イマーム派最高指
導者

Houssein Ali 男 50代 Taj Mahalレストラン庖主 インド料理レストラン(ツァラララナ)

Asgar Barday 男 70代 BARDAY会長 本社ピルはツァラララナにあり

GouleRose Djiva Pirbay 女 50代 マドラサ教師 アンクルンダンヌのモスクの裏にマドラサあり

Abid Houssein Mamoday 男 50代 GouleRose Djiva Pirbayの夫
Ismael 

Mohamed Raza Kamis 男 50代 マドラサ校長

Roshan J amil 男 70代 イスラム学院事務局長

Azim Darmsy 男 20代 FUTURAMA屈主 家電輸入，卸(ツァラララナ)

Darmsy Ladha Mamedaly 男 50代 Luna庖主 家電小売(独立大通り)
Piarraly 

Roshanaly Molou 男 80代 もと庖主 ケンカイヤリー MaisonM伽(ツァラララナ)庖主の父|

Minaz Molou 女 40代 マドラサ事務局員

Imram Ilias fidahoussen 男 20代 大学生 Minaz Molouの息子
Amarsy 

Naveroze Ali Sondarjee 男 50代 A庖ig長le D'orチュレアール la Societe BARDA Y経営の全国展開の靴販売庖

Mamod Naverosaly 男 20代 セレクトショップ庖長 Naverozeの息子(チュレアール)。セレクトショップ経営

Farah.Naz 女 20代 セレクトショップ従業員 Mamod Naverosalyの妻

Ashik Alimamode 男 70代 DISCOMEX社長 輸出業(チュレアール)。元チュレアールジャマートの
代表者

Roshanaly Vally 男 60代 Maison Roval庖主 文房具卸，小売(ツァラララナ)， le President de Con. 
seil Superieur Socio.Cultural Islamique a Madagascar 

Maitre Mourtouza 男 40代 FM. RVS職員 いわゆるマダガスカル人。 FMラジオの LeDirecture 
du Plan 

Soukaina Riaz 女 20代 コージャ地域評議会事務員 Conseil Regional des Khojas (ツァラララナ)

P. Hassam Arzou Raza 男 40代 General Import庖主 インド商品の輸入販売(ツァラララナ)

Salim Issoufaly Katchera 男 40代 General Import従業員

Mahomed Raja H. Alibay 男 50代 MOD庖主 ケンカイヤリー(アンクルンダンヌ)

Anissa Khatoune 女 60代 Epice de l'inde庖主 インド食材販売(ツァラララナ)0 Roshanaly Vallyの妻

Zahir Raza 男 30代 BALI CAMERA庖主 イギリスプランド既製服販売(独立大通り)

Mohamed Amine Haidaraly 男 30代 BALI CAMERA従業員

Hassim Hossen Haidaraly 男 40代 Mohamed Amine Haidara. 
lyの兄

Molou Navazaly Rossanaly 男 50代 Maison Molou経営者 ケンカイヤリー問屋(ツァラララナ)
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図 l インド系マダガスカル人の構成
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カラナ Karana 十二イマームコージャ KhojaIthana Ashri 1 

ニイスラム教徒
〉シーア派

イスマイリーコージャ KhojaIsma'ile (Aga-Khan Khoja) f 

スンニ派

パニアン Banian=ヒンドゥー教徒

(出所) 筆者作成。

移住であったことが判明した。

(2) 調査地の概要

調査地のマダガスカル共和国 Repoblikan'iMadagasikaraは日本の約1.6倍の広さからなる島

国であり，アフリカ大陸からモザンピーク海峡を挟んで約 400kmのインド洋南東部に位置して

いる。首都は中央高地のアンタナナリヴ Antananarivoである。人口は， 2006年現在1，910万人

で，マレ一系，アフリカ大陸系の約18民族からなる。国民総所得 GNIは，世界銀行によると

2006年度は53億米ドル，一人当たりに換算すると280米ドルである。主要産業は米，コーヒー，

バニラ，砂糖，丁子，牛などの農牧業とエピやまぐろなどの漁業である。貿易に関しては2005年

度現在，輸出総額は834百万米ドル，輸入総額は1，427百万米ドルの輸入超過となっている。主要

貿易品目は織物，バニラ，甲殻類の輸出品と機械，消費財，燃料などの輸入品であり，主要貿易

相手国はフランス，モーリシャス ドイツ イラン アメリカ合衆国などである10)。

マダガスカル北西部は， 15世紀にヨーロッパ列強が東アフリカに侵入する以前より，各種のイ

ンド製品や中国陶磁器の輸入により繁栄していた11)。その後1500年ポルトガルがマダガスカルを

「発見Jしたが，ヨーロッパ列強はマダガスカルを実効支配しなかった。 1642年フランスの宰相

リシュリューはマダガスカルの植民地建設を「東洋会社」に委ねるが しかしフランスは先住民

との車L牒と衝突で1674年にマダガスカルから撤退せざるを得なかった。その後19世紀までヨー

ロッパによる植民地争奪が本格化することはなかった12)。しかしながら結局， 1895年フランスー

イメリナ王国戦争終結の翌年1896年 8月 フランスは併合法によりマダガスカルの植民地支配体

制は確立した。 1947年大規模な反フランスの激しい武装蜂起などを経て， 1960年「マダガスカル

共和国」として独立し(第一次共和政)， 1975年社会主義へ政策を転換した(第二次共和政)。し

10) 外務省 HPhttp://www.mofa.go.jp/mofaj/ area/madagascar/ data.htmlより。

11) エスアベルマンドルウス 1992: 866-891。

12) マダガスカルの植民地支配前史に関しては(森山 2006: 6-20)を参照のこと。
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かし1980年代社会主義経済の行詰りが明るみになるにつれ，政府に対する不満が勃発した。やが

て1991年に起きた大規模な反政府運動により， 1993年再び国名を「マダガスカル共和国」とし第

三次共和政へと移行し，現在に至っている。 2002年の政変から現大統領のマーク・ラヴァルマナ

ナ MarcRavalomananaがマダガスカル共和国を率いて，経済の自由化を推進している。

(3) 調査対象について一一コージ.ャ Khojaはシーア派の分派 firaqなのか一一

コージャは， もともとロハーナ Lohana13)というジャーテイ Jati14)に属しており 15)，ヒン

ドゥー教徒からイスラム教徒へ改宗した人々を指している 16)。ロハーナ・ジャーテイはグジャ

ラート地方の“商館(倉庫)でのカウンター業務係 Comptoir"の職業集団のことである17)。し

かし日本ではコージャに対する認識が誤謬を持って語られていることは，否定できない。たとえ

ば，岩波書庖版『イスラーム辞典J(2002年)ではコージャはシーア派の分派五raqであるかの

ように紹介されている18)。同様に中村も「ニザール派はハサン・サッパーフをダーイ(宣教者)

としてセルジューク朝や十字軍と激烈な闘争を展開していたため，西洋ではアサシン伝説に基づ

く暗殺団として知られている。しかし， 1256年のモンゴル軍の侵攻によって次々と拠点を奪われ，

インドに逃れる。またムスターリ一派はファーテイマ朝の滅亡後は，幾つかの分裂をへて今日に

至っている。両者はそれぞれ今日，ボホラー派，ホジャ派19) と呼ばれてインド・パキスタンに

残っているJ20)とあり，誤解を与える記述となっている。コージャには本稿で取り上げる十二イ

マームシーア派 ShiaIthana-Asheri，イスマイール派 Isma'iliその他スンナ派 Sunniのコージャ

も含まれている。したがってコージャとはイスラム教シーア派の分派五raqではなく，グジャ

ラートのジャーティの一つであるロハーナのヒンドゥー教徒からイスラム教徒への改宗者を指し

13) 篠田(篠田 1994: 201-232)によるとロハーナは，グジャラートにある100近くのジャーティ(職業

集団)の一つで，パンジャーブの地名ローハンプル/ローホーカト Lohanpur/Lohokatに由来し，イ

ンド内外の交易センターで活躍する商人を指している。

14) カーストとはインドでは通常ジャーティと呼ばれており， iインド社会において，種族，職業，地域
等にそれぞれ限定された集団であって，集団に所属する人びとは，あるいは同ーの祖先に由来するとい

う信念をもち，あるいは一定の伝統的，世襲的職業に従事して同種的社会を構成し，各カースト聞は互

いに排他的，敵対的関係をもっJ(平凡社版[アジア歴史辞典第2巻 (1959年)jp.171)。しかし最近
のカーストに関する研究では，上記のように固定化されたものではなく，近代以前のジャーティは柔軟

性に富むものであったという議論がある。すなわちイギリスによる植民地支配を容易にするために強調

され，内面化され固定化されたといわれている(関根 1997: 307-347)。本稿ではカースト制度につい

て議論するものではないのでこれ以上の考察は避けるが，いずれにせよロハーナのジャーティがコー

ジャの自画像のあり方に大きな影響を与えていることには違いない。

15) Rizivi and King 1973: 12. 

16) ベアスン 1984: 43-440 

17) モロウ・ナヴローズ・ロッサナリー氏 MolouNavazaly Rossanalyとの議論による。

18) 同辞典のコージャについての項目で，コージャ派は「シーア派の一分派J(p. 892)であると記述さ
れており，さらに分派についての解説に付随している図でもコージャはシーア派の分j尻島aqのーっと

して紹介されている。

19) 通常“コージャ"とグジャラート語では発音されている。

20) 中村 1998: 153-1540 
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ている21)。しかし，マダガスカルにおいてコージャといえば，原則として十二イマームシーア派

のことを指している。イスマイール派のコージャは，イスマイール派 Isma'iliもしくはアー

ガー・ハーン派 Aga-Khanistと呼ばれている。

19世紀前半まで，コージャは，シーア派のなかでもイスマイール派 Isma'ilに属する人々のみ

であった。このことは，コージャがシーア派第 6代イマームジャアファル ]affarAl Sadiqの長

男イスマイール Isma'ilを第 7代イマームとして支持したということである(図 2)。しかしイ

スマイール派もやがて10世紀になると第 8代カリフの後継者争いをめぐってニザール派 Nizari

とムスタアリ一派 Mustaliに分裂した。ニザール派は， 12世紀になるとグジャラートを中心にイ

ンド北西部地域に拡がり，ロハーナ・ジャーティのヒンドゥー教徒の多くが，イスマイール派に

改宗した。 1840年，ニザール派のアーガー・ハーン Aga-Khanがイランでカージャール朝のモ

ハンマド・シャーに対して反乱の起こし，ケルマーン地方での決起で敗れるとアフガニスタンを

経てボンベイヘ逃亡してくるとL、う事件が起きた22)。その事件以降，コージャはアーガー・ハー

ンをイマームとして迎え入れるか，拒否するかをめぐって内部分裂が生じた。最終的にイギリス

がアーガー・ハーンをコージャのイマームとして正統であると認めたことによって，アーガー・

ハーンをイマームとするイスマイール派と「それ以外」に分裂した口「それ以外」のコージャの

多くが十二イマームシーア派へと改宗した23)。グジャラートやボンベイでの分裂に伴いインド以

外のマダガスカル，ザンジパルやオマーンで活躍していたコージャも同様に分裂した。

現在コージャは，マダガスカルに約5，500人存在しており，そのうち首都アンタナナリヴ

Antananarivoには約2，500人存在しているといわれている。さらにその他の東アフリカ地域，イ

ギリスやフランスなどのヨーロッパ，アラブ首長国連邦などの中東諸国，アメリカやカナダにも

コージャは存在しており，世界規模で教団が組織されている。その規模は12，500人程度だといわ

れている24)。現在では世界各地の教団ネットワークは，留学，商品の仕入れや世界中から喜捨さ

21) ボーラ Bhoraの女性二人にコージャとボーラ Bhoraの違L、はどこにあるのかと質問した答えが以下

の通りであった。「コージャとボーラは，“カースト caste"が違う。言葉も若干違うけど O 同じ商人だ

けど，コージャは輸出入業に携わっている。私たちは，小さな商庖を持っているだけ。問屋ではなく小

さな小売庖を経営しているだけ。彼らは私たちと違い大変お金持ちだ。私たちは昔からイスラム教徒で

商人の“カースト(ジャーティ)"なのよ。」つまりこの発言にはイスラム教徒にも関わらずジャーテイ

がマダガスカルに移住した現在も彼/彼女たちの自画像のあり方に大きく作用している事実が示唆され

ている。すなわちコージャやボーラといった概念はジャーティによって規定されていると考えられる。

ちなみにボーラの語源は商人を意味するグジャラート語を語源としている CBlanchy1995: 193)， Cベ

アソン 1984: 43)。

22) タノてータノfーイー 2007: 770 

23) Hollister 1953: 364-370. 

24) モーミン師 SheikhMomin (2007年9月現在イスラム学院代表者 leDirecteur General de l'Institut 

Islamique de Madagascar)へのインタビューによるとマダガスカルにはジャマート Jamaatと呼ばれ

る地方支部が16あり，現在活動中のジャマートは14ジャマートである。これら各ジャマートを統括する

コージャ地域評議会 ConseilRegional des Khojasがあり，この統括団体の代表者は16ジャマートの各

代表者による選挙で 3年毎に選ばれる。 1961年にコージャ評議会は発足し現在では16代目の代表者に

よって運営されている。またコージャ地域評議会の上部組織はタンザニアのダルエスサラームにあるノ
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図2 シーア派系図

1 アリー Ali 第4代カリフ，初代イマーム

~~ 
2 ハサン al-Hasan 3 フサイン al-Husayn

4 アリー・ザイヌルアーピデイーン Ali-Zaynal-Abidin 

~~ 
5 アムハンマド・バーキル Muhammadal-Baqir サイド・イブンアリー Zaydibn Ali 

サイド派
6 ジャアファル・サーデイク Jafaral-Sadi 

~ 
イスマイール〈イスマイール派)Ismail 

[ファーティマ朝1909~ 1171年

(略)

ムスタンスイル

~， 
アーガー・カーン派

げ川ールよジバ

(出所) 筆者作成。

ムスタアリ一派

~~~ 
れた献金の再分配などに利用されている25)。

7 ムーサー・カーズイム Moussaal-Kazim 

8 アリー・リダ-Ali al-Rida 

9 ムハンマド・ジャワード Muhammadal-J awad 

10 アリー・ハーデイ-Ali al-Hadi 

11 ハサン・アスカリー al-Hassanal-Askari 

12 ムハンマド・ムンタザル Muhammadal-Mahdi 

↓ 
〈十二イマームシーア派 ShiaIthana・Ashery)

i十二イマームシーア派コージヤ 1

11 東アフリカ経済圏とマダガスカル一一移住への足がかり一一

マダガスカルヘコージャの移住が本格化するのは， 19世紀後半になってからである。 1820年代

後半のプー・サイード朝のオマーン王サイード・ピン・スルターンによるザンジ‘パルへの移動は，

¥アフリカ連盟 TheFederation of Khoja Shia Ithana-Ashery of Africaであり，さらにアフリカ連盟の

上部組織は，世界のコージャ組織を統括する世界連盟 TheWorld Federation of Khoja Shia Ithana-

Asheryがイギリスのミドルセックスにある。モーミン師によるとコージャは，かつてイランのホメイ

ニー師を指導者として仰いでいたが，ホメイニー師亡き後の現在はイラクのシーア派の最高指導者であ

るスイースターニー師を指導者として仰いでいる。

25) マダガスカルの首都アンタナナリヴジャマート Jammatd'Antananarivoの代表者アニール・ドュマ

Anil Djouma氏へのインタビューによる。



52 経済学論集

地図

目h a 

‘ 

ヌシ・ベ Nosy-Be

インド洋

デイエゴ・スアレス Diego-Suarez

アンタナナリヴ Antananarive

曜題 。モーリシャス

レ・ユニオン

フォールドファン Fort-Dauphin

セント・オーギュスタン
St. Augustin 

……・う 1865年の初期の移住

一一一ー・今 1880年~移住の本格化

Vol. 47 No. 4 

イスラム勢力による東部アフリカ沿岸地域での覇権の確立とインド商人の活躍を大きくクローズ

アップさせた26)。ザンジ、パルを中心としたオマーン王の東部アフリカ沿岸地域での覇権は， 1890 

年のイギリスによるザンジ、パルの保護領化まで続くことになるが，サイードの覇権を経済的に支

えていたのはおもにヒンドゥー教徒とインドムスリムであった。インドムスリムに関しては「主

としてアラブと組んで内陸との交易に介入していった。ホジャ(コージャ)やボホラなどといっ

たインドのムスリム商人が信用と引きかえにアラブから象牙やゴムを入手し，それをパニアンに

26) Beachey 1996: 365; Pearson 1998: 242. 
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卸す，というパターンJ27)で東アフリカ経済圏の一端を担った。東アフリカ各地域でインドムス

リムは，まさに“商館(倉庫)での会計係 Comptoir" として活躍していたのである。

上記の文脈からマダガスカルにおける彼らの当時の活動も容易に推定できるが，ロッシャン・

ジャミール氏 RoshanJ ami128)の証言29)はさらにそれを裏付けるものである。

1865年ザンジパルからヌシ・べ Nosy-Beへ来たシェリフ・ジヴァ・スルティ SherifJiva 

Sourti，モロウ・カンジェー MolouKanjee，アリバイ・タワール AlibhayTahwarの3人

がマダガスカルに移動した最初のコージャである。とくにアリバイ・タワール Alibhay

Tahwar (ザンジパル生まれ)は，ザンジパルで金物やその他商品一般を扱う商人，ケンカ

イヤリー Quincaillerie30)として成功を収めており，さらなる販路拡大のためにマダガスカ

ルに新たな拠点，つまりマダガスカルに“商館(倉庫)"を築くためにやってきた。ザンジ

パル，インドとマダガスカル聞の交易に従事し，ヌシ・べ Nosy-Beの他にマジュンガ

Majunga，メンティラヌ Maintirano，スアララ Soalala，ムルンダヴァ Morondava，ベ

ル-Belo，チュレアール Tulearに次々とインドやザンジ、パルから持ってきた商品を卸す商

庖を設立した。これら商屈には彼の親戚をインドやザンジパルから呼び寄せ，派遣した。ま

たアリバイ・タワール AlibahyTahwarは敬度な十二イマーム派の信者であり， 1870年に

ヌシ・ベ Nosy-Beにマダガスカル最初の十二イマームシーア派コージャのモスクを建設し

fこ31)。

1865年ザンジ、パルからのコージャの移動は，ザンジパル在住者による販路拡大が目的であった0

2正言にあるように，アリバイ・タワール AlibhayTahwarは“カウンター"をマダガスカルに

築くために移動してきた。それは，コージャがロハーナ Lohanaのジャーティであったこと無関

係ではなL、。とくにアリバイ・タワール AlibhayTahwarは，ザンジ、パルで、貿易商人として経

済的な成功を収めており 32)，さらなる販路拡大を目指し，マダガスカルに拠点を築くために“港

での商館(倉庫)でのカウンター業務係"を配置したことは，不自然なことではなかった。その

27) 富永 1987: 45-460 

28) 2007年9月現在，彼はイスラム学院事務局長 leSecretaire General de l'Institut Islamique de Mada-

gascarの要職にあり，マダガスカルで十二イマームシーア派の普及活動に従事している。

29) プランシー (Blanchy1995: 100-101)が述べていることとこの証言は異なっている。プランシーに

よればシェリフ・ジヴァ・スルティ SherifJiva Sourti，モロウ・カンジェー MolouKanjeeは，パッ

チョー・ハッサン BatchooHassamとともに1885年もしくは1890年頃にアンティラナナ Antsiranana

(Diego-Suarez)に来たとなっている。証言をもとに記述しているが，誰の証言であるかは記載されて

し、ない。

30) ケンカイヤリー Quincaillerieは一般的に金物屋と訳されるが，マダガスカルにおいては金物のほか

に日常生活品一般 MarchandiseGeneraleを扱う商庖のことを指している。日本ではホームセンターが

ケンカイヤリー Quincaillerieに最も近い。

31) 本証言は，ロッシャン・ジャミール氏 RoshanJ amilが所有しているグジャラート語の文献(英訳

Khoja Diary)をフランス語に訳しながらの証言である。

32) Houssen 1979: 72-73 
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後もアリバイ・タワール AlibhayTahwarの成功に促され，次々と19世紀後半にザンジパルで

活躍していた他のコージャ商人もマダガスカルに商業の拠点を築いた。ナソール・ヌルマモード

Nassor Nourmamode，タリア・トーパン TariaTopane3)などもアリバイ・タワール Alibhay

Tahwarと同じようにヌシ・ベ Nosy-Beやマジュンガ Majangaなどを中心に商業の拠点を築い

7こ34)。

1865年のザンジ、パルからの商業目的の移動は，オマーン王サイードの覇権のもと，ザンジパル

を中心とした東部アフリカ沿岸経済圏のなかにマダガスカル北西部が組み込まれつつある時代と

して象徴されるのではないだろうか。また，このような商業活動を理由としたザンジ、パルからの

移動が，以後の本格的な移住の足がかりとなったので、ある。

111 グジャラー卜からの移住の本格化-1880年代以降一一

グジャラートからマダガスカル北西部海岸地域への移住が本格化したのは， 1880年代になって

からである。移住を促進させた要因の一つは，グジャラートでの地震や度重なる飢鐘と疫病の流

行などであった。以下，アスガール・パルダイ氏 AsgarBardayも証言している。

1880年曽祖父がグジャラートのポルパンダル Porbandarからチュレアール Tulear北部の

アンプヒベ Ambohibeに来た。グジャラートでは1870年から80年にかけて早魅などで移住

が盛んだった。曽祖父は農民ではなく商人だったがその移住の波にのって1880年にインドを

脱出した。当時マダガスカルにはドイツ系貿易会社オズワルド OSWARD35)が進出してお

り，マジュンガ Majungaとアンプヒベ Ambohibeに支庖あったが，彼はアンプヒベ

Ambohibeで同社に雇用された。

表1が示しているように， 1880年代から1900年代前半にかけてマダガスカルへの移住は盛んで、

あった。 1900年に移住したロッサナリー・モロウ RossanalyMolou氏も次のように述べている D

父のモロウ・ラムジェー MolouRamjeeは，グジャラートのハデイアナ Hadianaで1887

年に生まれた。ハデイアナ Hadianaからマジュンガ Majungaへは， 1900年の13歳の時に移

住してきた。すぐにベルー Beloに移った。その後，長男と次男がムルンダヴァ Moronda-

vaで貿易会社を設立した。会社の主要商品はインド直輸入の生活必需品であった。輸出商

品はドイツ向けに黒檀や紫檀などだった。

33) タリア・トーパン TariaTopaneの父タリア・タジアニ TopaneTajianiは，オマーン王が貿易業者

に課した関税を徴収する請負商人のヒンドゥー教徒のシヴジ・トーパン SivjiTopaneと共同で数多く

の船を所有していた大商人の一人であった (Bhacker1992: 72)。

34) Delval 1967: 21. 

35) ドイツ系企業のオズワルドは1840年代後半にザンジパルに商売の拠点を築き，その後マダガスカル北

西部海岸にも同じように支庖を開設していた (Kellenbentz1983: 311-318)。
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表 1 マダガスカル北西部地方の在住インド系移民の人数

地 方

年 ヘルピル アンティララナ アンノfンジャ アンピルブ ヴヘマール アンタラハ サンパヴァ 合計

Hellville Antsiranana Ambanja Ambilobe Vohemar Antalaha Sambava 

1899 46 14 25 85 

1902 56 21 31 108 

1905 124 49 58 7 5 243 

1913 277 163 37 33 51 12 573 

1926 113 156 27 12 13 23 15 359 

(出所) Guide Annuaire de Madagascar各年次より作成。

多くのコージャは19世紀後半から20世紀にかけ移住し，その上で“商館(倉庫)でのカウン

ター業務係"として貿易会社を次々と立ち上げた。以下に続けてアスガール・パルダイ氏

Asgar Bardal
6
)も述べているように第一次世界大戦後にドイツ系貿易会社オズワルド os-

WARDがマダガスカルから撤退した際，彼の曽祖父もまたチュレアール Tulearで貿易業を始

めている。

曽祖父は息子ジナ・ジュヴァ JinaJewaをインドから呼びょせ，貿易業を始めた。イン

ドのポルパンダル Porbandarからは食糧品(穀物など)を送り，チュレアール Tulearから

は木材(紫檀やマングロープなど)を送った。この交易船には乗組員 marm以外にもマダ

ガスカルで商売を始めようとする者も乗船した。当時はピザやパスポートも必要なく自由に

移動できたから。

以上の各証言より， 19世紀後半，オマーン王サイードによる東部アフリカ沿岸経済圏の覇権は，

ザンジ、パルや南アフリカ37) にとどまらず，マダガスカルまで及んでいたと推測できる。

IV グジャラートとの関係の変化一一存在の特殊性一一

以上のような19世紀後半からのコージャの移住の波は， 1896年のフランスによるマダガスカル

の植民地支配確立から約30年後の1920年代まで続いた口アシック・アリマモード氏 AshikAli-

mamodの証言は以下の通りである。

1895年，祖父プレムジェ-Premdjeeはラナヴァヴ Ranavavからボンベイ Bombayに家

族とやってきた。その理由はカーストによる差別とグジャラートの飢餓から逃れ，イスマ

36) 1931年生まれ。食品から靴の製造までを手掛けるマダガスカルを代表する大企業 laSociete BAR-

DAYの会長C

37) 大石によると(大石 2003)，この時期南アフリカにおいても同様に商業目的で移住してくるコージャ

やボーラなどのインドムスリムが増加しており，東アフリカだけにとどまらず，イギリス臣民としてイ

ンド洋一帯での活躍が見受けられた。
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イール派に改宗するためだった。当時アーガー・ハーン Aga-Khanは信者獲得のためボン

ベイ Bombayで貧しい人々に施しをしていたからである。父アリマモード・プレムジェ-

Alimamode Premdjeeは1900年ボンベイ Bombayで生まれ. 1920年にマダガスカルのセン

ト・オーギュスタン St.Augustinへ移住した。父は後に十二イマームシーア派に改宗した。

フランスによる植民地支配が確立した1896年以降も，コージャのマダガスカルへの移住は続い

ていた。遅くとも1920年までは，マダガスカルとグジャラートを直接繋ぐ航路が聞かれており，

人の往来を含め深い関係が築かれていた。しかし，マダガスカルにおいても他の東アフリカ諸地

域と同様にナショナリズムの台頭と独立による国民国家形成の動きなどが コージャによって築

かれていた商業ネットワークに打撃を与えた。具体的には第二次世界大戦 インドシナ戦争や

1947年のフランス支配への武装蜂起とインド・パキスタン分離独立や1950年から1960年にかけて

の植民地政府による厳格な移民規制や独立38)，社会主義経済への転換39)などが，要因となって

コージャによって築かれていたマダガスカルーグジャラート間の直接的な交易関係が途絶えるこ

とになった。それに伴い，コージャのグジャラートへの意識にも変化をもたらした40)0 20歳の大

学生は以下のように証言した。

2000年頃，祖先を探すための代表団が組織され，グジャラートに派遣された。グジャラー

トで私の遠縁も見つかったが，現在では連絡を取り合っていない。自分自身のアイデンテイ

ティはコージャだと思っている。インド人としての自覚はもはやない口国籍もマダガスカル

だし，グジャラートに対するノスタルジーも全くない。

さらに故郷を失ったコージャは，マダガスカルにおけるコージャとし、う“民族"の自画像を十

二イマームシーア派という宗教的根拠から，獲得することになった。フセイン・アリー Hous-

sein Ali氏も自らのアイデンティティについて以下のように語ってくれた。

小さい頃から“マダガスカル人"として育ってきた。祖先の歴史については興味もなかっ

たし，両親に尋ねたこともなかった。私はマダガスカル市民で“マダガスカル人"だ。それ

と同時に私のアイデンティティは十二イマームシーア派にある。十二イマーム派に対する信

仰が何よりも大事だ。

38) Blanchy 1995: 174-175. 

39) 1935年チュレアールに生まれ，貿易会社を営んでいたアシック・アリマモード AshikAlimamod氏

によると1975年のラティラカ Ratsirakaの大統領就任で始まった社会主義政策への転換でコージャは貿

易業者としての免許を取り上げられ，貿易業に直接関わることが不可能になったという。

40) 20世紀中葉までにコージャやボーラなどによる環インド洋世界での商業ネットワークもまた，移住先

のホスト社会のナショナリズムなどの勃興により大きく変化した。近代以前の環インド洋世界諸地域が

近代世界システムへと編成されるなかで，ナショナリズムの台頭と国民国家の形成を経験し，それ以前

の商業ネットワークが分断され，新たな局面を迎えつつあり，かつて環インド洋交易の主役であった

コージャやボーラといったインドムスリムの商業活動は大きく変化した。この点に関する詳細は(大石

2003)を参照のこと。
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さらにモーミン師 SheikhMominも次のように証言した。

コージャとは“民族"である。われわれは十二イマームシーア派のコージャであり，“マ

ダガスカル人"として生きるコージャという“民族"である。

ホーム社会との関係が切れたコージャは，“帰るべき場所がない移民"として特殊な“マダガ

スカル人"になってし、く。コージャは，社会的には人口5，500人程度の少数移民というカテゴ

リーに数えられるが，経済的には活発な商業活動41) によって，マダガスカル経済にとって無視

できない存在に成長した。マダガスカルにおいて社会的にはマイノリティーであるコージャが，

経済的には大きな影響を与えている。現在彼/彼女らは，社会的立場と経済的立場との大きな落

差を抱えながら存在している。このような落差を埋め合わせようとするかのように自らのアイデ

ンティティを十二イマームシーア派に求め，宗教的な結びつきを強めつつある。現在ではいわゆ

る“マダガスカル人"への布教活動も活発に行っており，十二イマームシーア派の信者の数は確

実に増加している42)。

V むすびにかえて一一永遠の被害者 VictimeEternelle一一

1987年 3月のある“金曜日"の朝，マダガスカルのいくつかの主要都市でコージャの商庖を襲

撃する事件が起きた。事件の背景には，社会主義経済の行詰りが明るみになり始め，貧困から来

る社会不安の増大があった。しかし表向きは主食である米をコージャが投機目的で隠していると

され，多くのコージャの商店が“マダガスカル人"に襲撃された43)。そのような事実があったか

どうかは，今となっては確かめようもない。しかし発展途上国の一つであるマダガスカルで少数

派のコージャに経済的な利益が集中しているとL、う現象44)が 多くの“マダガスカル人"に嫉

妬を惹起させたことは事実だろう。

さらにこの事件の裏には貧困から来る民衆の不満をコージャの存在の特殊性に向けることで，

解消させようとした政府側の意図が見え隠れする。これに対してコージャは ホスト社会である

マダガスカルと良好な関係を構築するために貧しい人々へ食料などの施し，刑務所への食料の寄

41) コージャの商業活動についての考え方をマドラサ校長のモハメッド・ラーザ MohamedRaza氏は以

下のように表現してくれた。「コージャは政治的なことに対する関心はない。商売への関心がコージャ

にとって全てである。コージャは商人だから。左の頬を相手に殴らせながら右手でお金を数える。それ

が商人としてのコージャのメンタりティーだ」。

42) ロッシャン・ジャミール氏 RoshanJ amilによると“マダガスカル人"の十二イマームシーア派は約

1万人になったとし寸。また筆者が2004年当時マダガスカルに在住していた時と比べ，首都でシーア派

のイスラム教徒を見かけることが多くなった。

43) 2004年末，筆者がマダガスカル滞在中も米価が上昇したことがあり，その時もコージャが米を隠した

と噂されていた。

44) この点についてプランシー (Blanchy1995: 323-325) は，以下のように比轍的述べている。少数の

インド系，とくにコージャに富が集中し，多数のいわゆる“マダガスカル人"との聞の経済格差という

現象問題が少数の北に富が集中している南北問題と同じように非常に危うい構造である，と。
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付，診療所設置や井戸掘削などの社会奉仕活動を積極的に推進している。しかし，このような活

動がマダガスカルで大々的に報じられることはない。ロッシャナリー・ヴァリ一氏 Roshanaly

Vallyはコージャ側の広報活動の消極性を指摘しながらも，次のように苦しい胸のうちを語って

くれた。

父も私も妻も子どもも孫もマダガスカルで生まれた。私は“マダガスカル人"だ。インド

ではもはや外国人でしかなし、。わたしたちの故郷はマダガスカルだ。しかしマダガスカルに

おけるコージャは，“永遠の犠牲者 VictimeEternelle"なのだ。

1865年ザンジパルからのコージャは，マダガスカルに“商館(倉庫)での会計係 Comptoir"

として貿易拠点を築くために，すなわち商業拠点を築くために移動してきた。やがて， 1865年か

ら活発化した商業を目的とした移動が， 1880年代になるとグジャラートからの直接移住を呼び込

む結果となった。大石45) も述べているように，ムスリムであるコージャなどによる商業活動が

現地のアフリカ系，さらにイギリス人などのヨーロッパ人のなかに拡大し，彼/彼女らを顧客に

することで，またたく聞に地域経済のなかで必要不可欠な分子となった。マダガススカルにおい

ても同様な現象が見られ，フランスの植民地支配が確立した1896年以後も移住の波はしばらく続

いた。しかしやがてアフリカでナショナリズムの台頭と国民国家の形成などがグジャラートーマ

ダガスカル間で活躍していたコージャの商業ネットワークに大きな打撃を与えた。それに伴い，

コージャは，ホーム社会であるグジャラートとの関係を失った。結果，故郷を失い“帰るべき場

所がない移民"となったコージャは，“マダガスカル人"としての表象の獲得を目指しながらも，

経済的には目立った存在で、あるがゆえに，特殊なマイノリティーになった。
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*とくにことわりがない場合，コージャ Khojaは十二イマームシーア派コージャ KhojaShia Ithana・

Asheriのことを指している。

表記に関する原則

① マダガスカル語はローマ字標記だが，“0"の発音はフランス語の“e"と同じように発音される。した

がって本稿でもマダガスカル語の発音通りのカタカナ標記にする。

例)アンタナナリヴ Antananarivo，ベルー Beloなど。

② インド人の人名に関しては，頂いた名刺の表記に従う。カタカナ表記に関しては，出来るだけ彼/彼

女らの発音に近いものとした。証言に登場する人物名に関しては，証言者の発音に従いフランス語表記

にし，カタカナ表記は発音に近い形で表記した。

例)モーミン Momin，モロウ Molou，ジナ・ジュヴァ JinaJewaなど。

③ アラビア語のカタカナ表記に関しては，原則的に岩波書庖版『イスラーム辞典j(2002年)に従った。
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